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開館時間 ／ 9:30～17:30（入館は17:00まで）

休 館 日 ／ 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
  および8月28日（日）。

  ただし8月15日（月）は開館。

鶴田吾郎：出動前の陸の荒鷲

横山大観：日出處日本
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竹内栖鳳：家兎

10月16日（日）

7月5日（火）～

※  8月29日（月）に一部展示替えを行います。



竹内栖鳳：アレ夕立に

　日中戦争から太平洋戦争期 にかけて「絵筆(彩管)で国に
報いる（報国）」という意味のスローガン「彩管報国」のもと、
多くの画家たちは、それまで扱ってこなかった戦争や国威発揚
をテーマとした絵を描き始めます。更には、従軍画家として
戦地に赴く人もいました。
　絵葉書には大作の戦争画のほかに、戦地で描かれたスケッ
チや水彩画が数多く採用されています。展覧会用の油彩画と
は異なり、普段の兵士の姿や異国の風景、戦地や国内の日常
の風物などをモチーフとした小作品には、画家たちの自由な
目線が感じられます。
　今に残る絵葉書からは、いかに多くの画家たちが軍事郵便
絵葉書の原画提供に協力していたかが分かります。戦闘の場
面だけではなく、様々な発想で描くこともまた彼らにとっての
「彩管報国」だったのです。今回の展示から、
絵葉書の小さな画面に光る画家たちの矜持
をご覧ください。
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小野寺秋風：入営

小磯良平：香港黄泥涌高射砲陣地奪取

向井潤吉：待機

高畠華宵：武運を祈りて飛田周山：清潭




